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本学は、昭和49年10月1日に守山市の仮校舎において開学し、
本年10月1日に30周年を迎えました。
本学では今年をAnniversary Yearと位置付け、
国際シンポジウム、記念講演会、記念式典、
市民公開講座等の事業を実施しました。
1．記念式典
10月 2 日(土)に、文部科学省　石野医学教育
課長、国松滋賀県知事、県選出国会議員、関係
国公私立大学長等、県内各行政機関の代表者、
県内病院長等、名誉教授、本学教職員及びその
他関係者が出席し、大津プリンスホテルにおい
て開催されました。
式典では吉川学長の挨拶に始まり、石野医学
教育課長による中山文部科学大臣の祝辞の代
読に引き続き、国松滋賀県知事、野上神戸大学
長、山敷滋賀県医師会長、Patrick McGeerブ
リティッシュコロンビア大学教授から来賓祝辞
をいただきました。
引き続き記念祝典が行われ、中島本学同窓会
副会長、井端京都府立医科大学長、田中京都大
学医学部附属病院長、西山大津市医師会長から
祝辞をいただきました。続いて、岡田元本学学
長の乾杯の発声があり、本学30年の歴史と思
い出話に花が咲き、本学の将来に思いを馳せ参
加者全員が歓談されました。
この祝典の中で、本学の混声合唱団とアカペ
ラサークルの学生が、招待した国際交流協定を
締結している大学の国の歌などを披露し、祝典
を大いに盛り上げました。
開学30周年を迎え、
記念式典、国際シンポジウム、
市民公開講座を開催
トピックス
祝辞を述べられる
國松 滋賀県知事
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2．記念講演会
記念式典の前に、開学30周年記念講演会とし
て、東京大学名誉教授で、日本代替・相補・伝
統医療連合会議理事長の渥美和彦氏が「21世紀
は統合医療になる」と題し、また、元京都大学
総長で、先端医療振興
財団理事長の井村裕夫
氏が「生命科学の進歩と
これからの医療」と題し
て記念講演をいただきま
した。
3．国際シンポジウム
10月 1 日(金)に、開学30周年記念国際シンポ
ジウムとして、本学と国際交流協定を締結して
いる 6 大学の研究者の方々が、｢わが大学の医
学教育制度について－その利点と欠点について
－」と題し講演いただき、最後に出席者との間
で総合討論会が行われました。
滋賀医科大学　　　　　三ツ浪　健一　教授
ブリティッシュコロンビア大学（カナダ）Patrick McGeer 教授
北華大学（中国）　　　　張　　　凱　教授
ハルビン医科大学(中国） 楊　　宝峰　教授
ピカルディー・ジュー ル・ベルヌ大学（フランス）Bernnard NEMITZ教授
ロー マ大学（イタリア）　　　Tindaro Renda教授
4．市民公開講座
開学30周年記
念事業特別企画
として、次の 3
つの市民公開講
座を企画、実施
いたしました。
①「より良い睡眠をとるために」
日時：平成16年 7 月31日(土）14：30から
場所：びわ湖ホール(中ホール）
本年 4 月、本学に睡眠学講座が開設されたこ
とを記念して開催されたもので、当日は、ラジ
オの司会等で有名な羽川英樹アナウンサーに進
行をお願いし、馬場副学長の挨拶の後、本学精
神医学講座 大川匡子教授が「より良い睡眠の
ために」と題して、また、睡眠学講座 宮崎総
一郎教授が「こどものいびき・大人の無呼吸｣
と題し、不眠、いびき、無呼吸など現代人の睡
眠に関する問題について、それぞれ講演されま
した。
当日は、あいにく台風が近畿地方を直撃した
にも関わらず、県内外から400名を超える参加
者があり、身近な内容の講演について熱心に聴
講されていました。
②「インフルエンザウイルスの生態」
－高病原性鳥インフルエンザウイルスと新型イ 
　　ンフルエンザウイルスの起源－
日時：平成16年10月22日(金）17：00から
場所：本学臨床講義棟 2 階　臨床講義室3　
本学病理学第二講座
小笠原一誠教授のコー
ディネートにより、北海
道大学大学院獣医学研
究科長・獣医学部長喜
田宏教授が、山口県・
大分県や京都府で発生
した高病原性鳥インフ
ルエンザの事例を紹介し、その予防と対策につい
て講演されました。
喜田先生は、厚生労働省の厚生科学審議会感
染症分科会新型インフルエンザ検討専門委員会
委員、世界保健機関(WHO)動物インフルエンザ
専門家、国際獣疫事務局(OIE)高病原性鳥インフ
ルエンザ専門家の要職を歴任されており、講演の
中で、家禽における鳥インフルエンザウイルスの
感染を早期に摘発、淘汰することにより家禽の被
害を最小限に食い止めることが必要であると述べ
られました。また、カモなどの水禽類からウイル
スが分離されていることから、その営巣湖沼水、
家禽および家畜のグローバルサーベイランスを強
化し、鳥とヒトのインフルエンザの先回り対策と
予防を行うことが必要であると述べられました｡
③「脳卒中の予防と治療の最前線」
－起こさない、起きたらどうする－
日時：平成16年11月27日(土）14：00から
場所：草津市立市民交流プラザ
　　　(フェリエ南草津 5階）
本 学 内 科 学
講座 柏木厚典
教授を座長とと
して、本学福祉
保健医学講座
上島弘嗣教授が
「脳卒中予防の
コツ」と題し、内科学講座堀江稔教授が「心房
細動と心原性脳血管障害｣ と題し、脳神経外科
学講座 松田昌之教授が「脳卒中に対する脳神
経血管内治療｣と題し詳しく講演されました。
講演では、起こしてしまうと麻痺などの後遺
症が残り自立した生活が妨げられるが、脳卒中
は予防できるものとした上で、特に今注目され
ている不整脈から生じる脳卒中予防の方法と治
療の最前線について紹介があり、もし、脳卒中
が起きたらいかに早く適切な治療を受けるかが
決め手となるため、その対応策について述べら
れました。
講演には96人の受講生が参加し、各講師の持
ち時間をオーバーするほど質問が相次ぎ、熱気
を含んだ公開講座となりました。
トピックストピックス
講演される喜田 北海道大学教授
講演される井村 先端医療振興財団理事長
講演される　
渥美 日本代替・相補・
伝統医療連合会議理事長
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文部科学省では､「大学教育改革への取組が
一層促進されるよう、各大学が取り組む教育
プロジェクトに対し、国公私立大学を通じた競
争原理に基づいて優れた取組を選定するととも
に、重点的な財政支援を行い、高等教育の更な
る活性化を図る｡」との趣旨で各種の「大学教
育改革への支援」が行われております。
本学からは、三ッ浪教授(総合診療部)を中心
として、取組名称「産学連携によるプライマ
リ・ケア医学教育」を申請しておりましたとこ
ろ、これが申請件数559件の中から採択されま
した。
プログラム：平成16年度現代的教育ニーズ
　　　　　　取組支援プログラム
分　　　野：人材交流による産学連携教育
取組の名称：産学連携によるプライマリ・ケア　
　　　　　　　医学教育
【取組の概要】
現在、従来の医学教育によって、高度で細分
化した専門医が多数育成されてきました。
これは医学の発展の上で高く評価できること
ではありますが、一方で、自らの専門分野以外
には対応できない、あるいは対応しようとしな
い医師が増加し、社会の不満や訴訟も増加して
きています。
このため近年では、一般医として幅広く全人的
に診療できるプライマリ・ケア医を育成すること
が重要である、という認識が広がっています。
この現代的医学教育ニーズに対応する本取組
は、地域保健・医療を担う地域医師会と連携
し、プライマリ・ケア医を教育担当者として、
本学の｢産学連携によるプライマリ・ケア医学教育｣が
文部科学省の平成16年度現代的教育ニーズ
取組支援プログラムに採択
日常的に卒前及び卒後の医学教育に組み込むこ
とにより､ プライマリ・ケアの卒前医学教育・
卒後臨床研修の充実を図り､ さらに､ 地域保
健・医療を担うプライマリ・ケア医の生涯教育
を充実させ、地域保健・医療レベル全体を向上
させようとする体制の構築と教育プログラムの
実践を展開しようとするものです。 
【選定理由　－文部科学省－】
プライマリ・ケア医学教育という社会的に求
められる課題に対し、県医師会との連携のも
と、診療所における卒前・卒後研修を実施する
という目的に照らし、妥当な計画及び必要な準
備がなされていることは、十分評価できます。
また、大学内での準備教育の充実についても評
価できます。
今後は、研修や学生指導の内容について深み
のある取組が期待されるとともに、１人あたり
の研修期間設定、診療所数の充実やコア・カリ
キュラムへの深化など大学教育システム全体と
して、プライマリ・ケアに資するような取組を
進め、地域医療強化のモデルとしての取組が期
待されます。
トピックス
－4－
SETA  DAYORI  No.66
本プログラムは、文部科学省が「科学技術・理
科大好きプラン」の一環として、中学校や高等学
校等と、大学、公的研究機関、民間企業等との連
携により、児童生徒の科学技術・理科、数学に関
する興味・関心と知的探究心等を一層高めること
を目指して実施しているものです。
本学では、医科大学の特徴を生かし、小学生を
対象に、講義と実験を通して体の構造や機能につ
いて解りやすく授業を行
い、医学について興味を
持ってもらうことを目的と
して、草津市教育委員会
及び草津市立山田小学校
との教育連携講座を企画
し応募したところ、今回採択されたものです。
この事業の実施に当たっては、小学 6 年生の
理科の教科書を参考に、小学校側とも綿密な打
合せを行い、夏休み期間中の 7 月27日、8月10
日、8 月24日の 3日間実施し、毎回24名の小学
生が参加しました。
本学では、最先端の科学に触れながら、体内
で起こっている現象を知ってもらおうと午前中
は講義と実験に関する説明、午後は実験を行う
こととし、特に、実験は各自が興味深く観察でき
るように小グループに分け、指導者を増員し、試
薬、器具、機器の調整と予備実験を行うなど、安
全で確実に実験が行えるように配慮しました。
参加した小学生からは、驚きの声とともに予期
せぬ質問等も出て、担当教員等は説明に大わら
わでした。
当日のアンケート調査や、後日提出された感想
文からも、ヒトの体について興味を持ち、また、
命の尊さを知る機会となったことが伺えました。
テーマ：
ヒトは生きてゆくために、どんな活動
をしているのだろうか。
本学の教育連携講座が文部科学省の
平成16年度サイエンス・パ トーナーシップ・
プログラム事業(SPP)に採択
第１回　7月27日(火）　
｢どうして息をするのだろう」
　　  生化学第 1 講座　堀池　教授　他 7 名
水や体液への酸素の溶解、呼気と吸気の成分
の違い、食物の摂取とその代謝(特に栄養素の燃
焼過程)、燃焼エネルギーのＡＴＰへの変換、細
胞とミトコンドリア、ミトコンドリアの呼吸によ
るATP合成他
ＭＲ医学総合研究センター見学：
キウイフルーツの断層画像と包丁で輪切りにし
た実物とを比較
第２回　8月10日(火）
｢どうしてドキドキするのだろう」 
 生理学第 2 講座　松浦　教授　他 4 名
心臓の位置・大きさ・構造・拍動回数・生理的
役割等に関する説明、心筋細胞(心室筋)のスケ
ッチ、電子顕微鏡操作、心筋細胞(洞房結節)の
収縮の観察、神経伝達物質が心筋細胞の収縮に
及ぼす効果の観察、心筋細胞内のカルシウム動
態の観察他
第３回　8月24日(火)
「遺伝子を目で見る」
生命科学講座　佐藤　
教授　他 5 名
体の設計図ってどんな
もの？君たちはなぜ特別
か＜世界に一つだけの花
＞ヒトはなぜ病気になるの？顕微鏡観察(生きた
がん細胞、染色体)、がん細胞から遺伝子を取り
出す、男を決める遺伝子を目で見る他
トピックス
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平成16年８月１日付けで基礎看護学講座教授
に着任いたしました。
22年間務めた臨床看護の現場を離れ、看護教
育の場に身を移して９年近い歳月が流れまし
た｡
今でも思い出すのは、新米教員としてはじめ
て教壇に立った日のことです。授業準備を万端
に整え、同僚、先輩教員に講義を採点していた
だきたい旨依頼しておきました。階段教室の最
後列にはその面々が、興味津々、ニヤニヤしな
がら並んでいます。目の前にいる18歳の集団
の目が、獲物を狙う鷹の目のように映ったもの
でした。それまでも講演や学会発表など、人前
で話す機会は幾度か体験していましたが、今度
ばかりは様子が違った。何しろ相手は、授業の
聞き手としては12年のキャリアをもつ現役の
プロなのです。この期に及んで、もう逃げ出す
わけにはいかない。えーいとばかり、｢今日は
私の教師デビューです｡」と切り出していまし
た。学生たちから嬌声があがり、鷹の目は、た
ちまち人懐っこい人間の目にもどりました。
しかし、結果は散々で、準備万端のはずが、早
口でまくし立てたせいでしょう、授業終了時刻
まであと20分もあるというのに喋るべき材料
は枯渇してしまっています。敗北感に打ちのめ
されて、｢デビュー戦は以上で終了です｡」と
苦し紛れにまとめると、一呼吸おいて教室いっ
ぱいに拍手が響いたのです｡「なかなかよかっ
たよ｡」｢聞けたよ｡」｢先生期待しているよ｡｣
と、冷やかしとも励ましともつかぬヤジをいた
だきました。思春期後期から成人前期にある彼
らは、弱者や未熟であることにシンパシーを感
じるものです。彼らは、授業時間中、固唾を飲
んで私を見守り、ハラハラしながら、ケアして
くれたわけです。この経験が教育開眼のきっか
けであったと思っております。
滋賀医科大学では、どんな出会いがあり、相
互作用があるのでしょうか。倦まず弛まず真摯
に学生を見つめようと思っております。皆様よ
ろしくお願い申し上げます。
（経　歴）
昭和48年 3月　和歌山県立高等看護学院看護学科卒業
昭和49年 3月　和歌山県立医科大学附属病院看護婦
平成元年10月　佛教大学社会学部社会福祉学科
　　　　　　　　　（通信教育課程）入学
平成 5年 9月　同　卒業
平成 2年 4月　和歌山県立医科大学附属病院看護婦長
平成 8年 4月　和歌山県立医科大学看護短期大学部講師
平成 9年 4月　和歌山大学大学院経済学研究科
　　　　　　　 修士課程経営学専攻入学
平成11年 3月　同　修了
平成12年 4月　国際医療福祉大学助教授
平成13年 4月　国際医療福祉大学大学院博士後期課程
　　　　　　　 医療福祉学研究科保健医療学専攻入学
平成15年 4月　山口大学医学部看護学科
　　　　　　　 臨床看護学講座助教授
平成16年 3月　国際医療福祉大学大学院博士後期課程
　　　　　　　　 医療福祉学研究科保健医療学専攻単位
　　　　　　　 修得研究指導認定
平成16年 8月　滋賀医科大学医学部看護学科
　　　　　　　 基礎看護学講座教授
新任教員紹介
教授　坂 口 桃 子
基礎看護学講座教授就任挨拶
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平成16年８月１日付けで、看護学科地域生活看
護学講座教授に着任いたしました。
私は専門学校卒業後暫くの間保健所保健師と
して公衆衛生看護実践に携わってまいりました。
そこでの先輩達は“地域に出かける" をモットー
に家庭訪問を中心とした活動をされていました。
現場で先輩達から学んだことやスクーターに乗り
片道 1時間の山道を上り下りしながら家庭訪問を
していたことが懐かしい思い出です。
保健師として地域看護活動していく中で様々
な疑問に打ち当たりました。そうしたことから
その疑問を解くため大学院では家族社会学と社
会福祉を専攻いたしました。講座に在籍してい
た外国人の教授からは国内外の事情とその比較
など学ぶことの重要性を教えてもらうこともで
きました。
その後、プライマリー・ヘルス・ケアに重点
をおいて活動され、その著書が日本語訳で出
版されているAnderson EＴ教授の下でＤＶや
地域看護モデルの研究を行う機会を持つことが
できました。彼女からも又、国は違っても地域
看護の活動は“地域に出かける”ことの基本に
変わりはないことを再確認することができまし
た。また、文化や価値観の違い、多様性を実感
できる機会でもありました。
看護教育に携わってからは“地域に出かけ
る”ために学生達と合宿しながらフィールドワ
ークを行ってきました｡“出かける”ことで学
生達は多くを学び､“モデルとなる先輩”の活
動を観察することで“看護の素晴らしさ・やる
気”を貰うことができると考えます。また、こ
れからの学生にはいままで以上に国際的な視点
をもって看護に取り組んでいってもらうことが
大事だと考えます。
そのためにはどうすればいいのかを含め看護
教育はまだまだ多くの課題を抱えています。
もちろん、私自身の課題も大きく、そうした
課題に応えていけるよう一層の研鑚を積み重ね
ていきたいと考えています。
（経　歴）
昭和51年 3月　和歌山赤十字高等看護学院卒業
昭和51年 4月　和歌山赤十字病院看護婦
昭和53年 4月　和歌山県立高等看護学院
　　　　　　　 保健助産学部入学
昭和54年 3月　同　卒業
昭和54年 4月　和歌山県湯浅保健所保健婦
昭和56年 7月　和歌山県海南保健所保健婦
昭和60年 6月　和歌山県衛生部医務課
平成元年 4月　和歌山県立高等看護学院教員
平成 5年 4月　和歌山県総務部医科大学整備室
平成 6年 4月　佛教大学大学院社会学研究科博士課程
　　　　　　　 社会福祉学専攻入学
平成 8年 4月　和歌山県立医科大学看護短期大学部
　　　　　　　 講師（地域看護学）　
平成10年 3月　佛教大学大学院社会学研究科博士課程
　　　　　　　 社会福祉学専攻修了
平成11年 9月　和歌山県立医科大学看護短期大学部
　　　　　　　 地域看護学助教授　　
平成13年 4月　テキサス大学ガルベストン校看護学部
　　　　　　　 ポストドクトラルフェロー
平成15年 4月　山口大学医学部保健学科地域・
　　　　　　　 老人看護学講座助教授
平成16年 8月　滋賀医科大学医学部看護学科
　　　　　　　 地域生活看護学講座教授
新任教員紹介
教授　畑 下 博 世
地域生活看護学講座教授就任挨拶
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救急･集中治療部は、平成 2 年 6 月に救急
部、同 5 年 4 月に集中治療部が設置(省令化)
され、同15年 4 月に救急集中治療医学講座が
新設されました。それに伴い、救急部と集中治
療部は、同16年 4 月に救急・集中治療部に統
合・設置され、同年10月 1 日付で、救急集中
治療医学講座教授・救急集中治療部長就任の運
びとなりました。
国立大学の法人化に際して、病院の中期目
標・中期計画が策定され、平成16～21年度の
中期目標の一つとして救急集中医療体制の整
備が挙げられまております。具体的には集中治
療室の12床(現在 6 床)への増床や、High Care 
UnitやStroke Care Unitの整備等が予定されて
おります。すでにその一貫として、平成16年
10月１日より救急部入院ベッド４床を 5 B病棟
に一括し、その内 2 床に対しモニター類の設置
等の整備を行い、High Care Unit的機能を有す
る個室としました。
従来より、集中治療部として、脳低温療法、
急性血液浄化法、経皮的人工心肺補助装置、重
症敗血症・DICの積極的な治療を行ってきまし
た。関係各科の協力のもと多発外傷、脳及び冠
血管障害に対し受け入れ体制も強化されており
ます。他病院や診療所からの重症症例や救急車
搬送症例は、All Acceptの原則をモットーに、
救急・集中治療部専属医総勢10名が交代勤務
制で積極的に受け入れております。
本学は今年開学三十周年を迎え、本学創設の
理念、｢一隅を照らす」に基づき、患者様中心
の医療の伝統を受け継ぎ、さらに推進すること
が使命と考えております。総合診療部との連携
によるメディカルコーディネーションセンター
として一次から三次救急・集中治療までの一体
運営を強化し、全科当直制である本院の特性を
生かして各科との連携をなお一層強め、ほぼ全
ての救急症例に対応できる救急救命センターを
超える病院として発展していきたいと考えてお
ります。
この場をお借りいたしまして、関係各科・各
部のさらなるご協力、ご支援をお願い申し上げ
る次第です。
（経　歴）
昭和57年 3月　滋賀医科大学医学部医学科卒業
昭和57年12月　滋賀医科大学医学部附属病院医員(研修医）
平成59年 4月　滋賀医科大学大学院医学研究科
　　　　　　　 博士課程入学
平成63年 3月　同　卒業
平成63年 5月　滋賀医科大学医学部附属病院医員
平成元年 6月　米国Scripps clinic and Research Foundation 
　　　　　　　　　 Research Fellow
平成 3年 7月　滋賀医科大学医学部附属病院医員
平成 6年 8月　滋賀医科大学医学部附属病院助手
平成 9年 3月　滋賀医科大学医学部附属病院講師
平成16年 4月　滋賀医科大学医学部附属病院救急・
　　　　　　　 集中治療部講師
平成16年10月　滋賀医科大学医学部医学科
　　　　　　　 救急集中治療医学講座教授
新任教員紹介
教授（救急・集中治療部長）　
救急集中治療医学講座教授就任挨拶
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平成16年11月１日付でリハビリテーション部
助教授に就任いたしました。
私は平成元年３月、本学卒業と同時に本院整
形外科に医員(研修医)として入局後本学大学
院に進学し、筋・骨格系の神経支配というテー
マで研究させていただきました。
当時の整形外科学講座　福田眞輔教授にご指
導いただいた医学に対する厳格な姿勢は、その
後の臨床活動におきましても重要な基礎となり
ました。
平成８年から解剖学第一講座　前田敏博教授
の下で助手となり、その折にヘルシンキ大学理
学部に留学し研究に従事しました。現在も、当
時要求されていた実証医学重視の態度を失わな
いよう常に心がけております。
帰国後は、日本学術振興会特別研究員(PD)
に推薦いただき、留学中からの骨代謝の研究テ
ーマを発展させるべく、アムステルダム自由大
学との共同研究に専念しました。そして、その
共同研究終了後本学整形外科助手に就任し、こ
れまでの基礎研究に関連した骨粗鬆性脊椎疾患
と末梢神経疾患に対する整形外科的治療のテー
マで臨床に従事しました。
平成14年にリハビリテーション部助手に配置
換えとなりました。当時のリハビリテーション
部は学内措置の特殊診療施設として組織されて
いるのみでしたが、現整形外科学講座　松末吉
隆教授のご指導により、平成15年4月にリハビ
リテーション部の省令施設化にこぎつけること
ができました。
リハビリテーションを取り巻く環境は、度重
なる大幅な診療報酬改定や厚生労働省の進めて
いる地域リハビリテーション支援体制の整備な
どに代表されるように、ここ数年でめまぐるし
く変化しています。また、予定されている介護
保険制度の改正にも大きく影響されることが予
想されます。教育・研究・診療という医科大学
人の本分を忘れることなく微力ながら精進して
いく所存でありますので、一層のご指導ご鞭撻
のほど、お願いいたします。
（経　歴）
平成元年 3月　滋賀医科大学医学部医学科卒業
平成元年 6月　滋賀医科大学医学部附属病院医員(研修医）
平成 2年 4月　滋賀医科大学大学院医学研究科博士課程入学
平成 6年 3月　同　修了
平成 6年 4月　医療法人誠光会草津中央病院整形外科医師
平成 8年 1月　滋賀医科大学医学部助手
平成10年 4月　医療法人竜王会小澤病院整形外科部長
平成10年11月　日本学術振興会特別研究員
平成13年 7月　滋賀医科大学医学部附属病院助手
平成16年11月　滋賀医科大学医学部附属病院
　　　　　　　 リハビリテーション部助教授　
新任教員紹介
助教授　今 井 晋 二
リハビリテーション部助教授就任の挨拶
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平成16年12月 1 日付けで、臨床看護学講座
(老年看護学)に着任いたしました。
前任校は千葉大学看護学部附属看護実践研究
指導センター・老人看護研究部で、全国の看
護職者と臨床の看護実践や臨床教育の課題を研
修・研究するとともに、看護学部や研究科の教
育・研究への参加を通して老年看護学を探求し
てきました。このたび、縁あって滋賀医科大学
医学部看護学科で教育・研究を継続することに
なりました。滋賀医科大学は、かつて研究生と
して親切にご指導を頂いた所であり、医学部附
属病院では看護学実習で学生ともども大変お世
話になった所でありますので懐かしさと感謝で
一杯です。
現在65歳以上の老年人口(平成15年度)は日
本全体の19.0％(滋賀県は17.3%)ですが、この
中には在宅の方や医療機関で治療を受ける方、
介護施設等で介護を受けている方も含まれま
す。老年看護学は、このように医療施設をはじ
め様々な場で生活する高齢者の看護(介護)援
助を対象としています。人間の老化は青年期以
降少しずつ始まっています。人生のたそがれを
紅葉のように美しく迎える、高齢者の生活の質
(QOL)の向上は、個人の努力だけでは限界が
あり援助環境やその方法の質が問われます。
老年看護学の歴史は浅く、今後、滋賀医科大
学や病院におられる多くの専門領域の皆様のお
力をお借りする必要があると考えます。学生や
地域の皆様とともに、地域の特徴を活かした高
齢者の健康、医療、福祉の向上に貢献していき
たいと念じております。どうぞよろしくご指導
とご鞭撻をお願い申し上げます。
（経　歴）
昭和43年 3月　滋賀県立短期大学家政科卒業
昭和44年 4月　国立名古屋病院高等看護学院入学
昭和47年 3月　同　卒業
昭和47年 4月　長浜赤十字病院看護婦
昭和48年 7月　国立東京第二病院看護婦
昭和51年 4月　神奈川県立看護教育大学校看護教育学科入学
昭和52年 3月　同　卒業
昭和53年 4月　立正大学文学部英文学科３年次編入
昭和55年 3月　同　卒業
昭和55年 4月　千葉大学大学院看護学研究科
　　　　　　　 修士課程看護学専攻入学
昭和57年 3月　同　修了
昭和57年 4月　千葉大学看護学部基礎看護学講座助手
昭和59年 8月　愛知県立看護短期大学講師・助教授
昭和63年 4月　滋賀県立短期大学助教授
平成 5年 4月　滋賀県立短期大学教授
平成 7年 4月　愛知県立看護大学教授
平成14年 9月　千葉大学看護学部附属看護実践研究
　　　　　　　 指導センター・老年看護研究部教授
平成16年12月　滋賀医科大学医学部看護学科
　　　　　　　 臨床看護学講座教授
新任教員紹介
教授　太 田 節 子
臨床看護学講座教授就任の挨拶
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あっという間に10月も過ぎ、本格的に冬の香
りを感じる季節になってきました。今となって
は、あの怒涛のように忙しかった10月が懐かし
く、そして少し寂しく感じずにはいられません。
5月に若鮎祭の実行委員長に指名された時は､
正直に言って本当に戸惑いました。そんなことは
想像したことも無かったし、実行委員会がどんな
ことをしているの
かもほとんど知ら
なかったので…。
そしてそんな中、
右も左もわからな
いまま活動がスタ
ートしました｡
もちろん、訳のわ
からない僕たち
には当初からトラ
ブルの連続が待っていました。多くの医学科
4 年生が夏季に海外へ旅立つという事実は思っ
ていたよりも深刻でした。また、滋賀医大30周
年＆第30回若鮎祭という節目だというプレッシ
ャー、学外の人たちを数多く集めた昨年のすば
らしい若鮎祭を超えなければならないというプ
レッシャー…。それでも、とにかくがむしゃら
にやっていくことで、次第に少しずつ僕たちの
創るべき『第30回若鮎祭』の形が見えてきまし
た。それは、今までの若鮎祭のスタイルを踏襲
した上で、30回という節目にふさわしい転換点
となることでした。テーマは『Viva!30th』、目
標は「たくさんの人たちに滋賀医大の若鮎祭を
楽しんでもらおう!（ステージだけじゃなく他
のイベントでも)｣、｢この若鮎祭を今年のもの
だけにしないでおこう!（次年度への引継ぎ体
制を確立し、伝統を創っていく)」というもの
でした。
今回集まってもらった実行委員会は、幸い個
性あふれるメンバーが揃い、様々な新しいこと
にチャレンジすることができました。フリーマ
キャンパス ライフ
第30回「若鮎祭」を終えて
第30回若鮎祭実行委員会委員長　堀　　哲　雄
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ーケット・西門の
足元を照らす灯
篭・食堂での医
局展・体験型の
医学展・オープ
ンキャンパスで
の模擬実習・ス
テッカーやフラ
イヤーの製作・
生協とのコラボレーションで生まれたセイキョ
ウワカアユサイ＋・張り出しのある水上ステー
ジ・フィナーレでの花火の打ち上げ…etc。逆
に、考えられるあらゆる手を尽くしても実現す
ることができなかった「フシギな人体展」とい
う企画などもありました。結果的には失敗も苦
労も多かったけれど、若鮎祭に参加してくれた
人たちに「おっ ! ? 今年はちょっと違うやん」っ
て思ってもらうことができたのではないでしょ
うか。
しかしながら､ 僕たちの新しい試みはまだ終
わっていません! この若鮎祭の目標の一つであ
る次年度への引継ぎ体制の確立という部分で
す。毎年、引継ぎに問題があると言われてきま
したが、実際はほとんど対策が取られることは
ありませんでした。正直に言うと、結果的には
今回は本番直前に徹夜続きで猛スパートして何
とか形になりましたが、数多くの手違いがあり
綿密に計画を練ることができませんでした。そ
れらの原因は、まず圧倒的に時間が足りないこ
と、そして今までの若鮎祭で起こったミスを把
握できなかったことだろうと思います。それら
を解決するために、次年度の実行委員会結成の
時期を早めてもらうこと・局の再編成を考え直
すことなどを今考えているところです。
最後になりまし
たが、若鮎祭実行
委 員会のメンバ
ー、医学科 4 年生
のみんな、看護学
科 2 年 生 の み ん
な、実行委員とし
て参加してもらっ
た医学科 3 年生と
看護学科1年生、
いきなり手伝わせたバスケ部の後輩たち、そし
て協力してくださった先輩や後輩、先生方、職
員の皆様に心からお礼を申し上げます。本当に
ありがとうございました。
来年以降の若鮎祭は必ずもっともっとすばら
しいものが出来上がることは間違い
ありません !!後輩の皆さんたち、
これからもどんどん斬新で感動的な
若鮎祭を創っていってください ! !
今回でやっと30年ですが…若鮎祭
が100年続きますように。
 副委員長　青木　信也
今回30回目の若鮎祭を迎えるにあた
り、実行委員のテーマは二つありました。一つは、
｢多くの人に滋賀
医科大学まで足を
運んでもらおう!」
ということ。二つ
目は、私たち実行
委員自身が、引継
ぎ体制があまりし
っかりとされてい
なかったため、昨
年度と同じような
問題点を抱えたこともあって、
｢実行委員会の引継ぎ体制の確
立!」ということを目標にして
学園祭を迎えました。一つ目の
テーマについては、皆さんもご
存知のように(?!）多くの方々
の来場があり大成功に終ったと
思います。二つ目のテーマにつ
いては、医学科 3 回生や、看護学科 1 回生に協力し
ていただいたこともあり、学園祭がどのように作ら
れていくのかということを、肌で感じてもらえたの
ではないかと思っています。みんなで創る喜びは、
この上ないものです！
今年の問題点を生かし、彼らによって第31回若鮎
祭をさらに面白いものにしていただけたら、今年度
若鮎祭実行委員会のテーマは達成されると思ってい
ます！来年度もがんばって、おもしろいものを創っ
てください！
副委員長　池田　麻紀
1 回生の時､自分の所属する部活の先輩が
外務 3 局長をやっていて、｢学祭の準備と
か大変なことも多かったけど、とても遣り甲斐のあ
る仕事だったよ！」という言葉を聞いて、来年こそ
は実行委員として私も若鮎祭に関わりたいと思って
いました。
念願かなって、学祭実行委員になれたものの、私
の役職は副委員長…。こんな私にできるんだろうか
という不安もありましたが、やるんだったら精一杯
頑張りたいと思い引き受けました。
私は、今回の学祭で主に
フリーマーケットを担当
しました。初めての企画と
いうことで、不安もありま
したが、当日は学外からも
たくさんお見えいただき無
事成功することができまし
た。これも皆さんのおかげ
です。
また、今年の若鮎祭は私
にとって忘れることのできない最高の学園祭になり
ました。学園祭という一つの目標に向かって、係の
枠を超えて皆が助け合い、成功できたことを嬉しく
思います。最後に、支えてくださった皆さん、本当
にありがとうございました。副委員長として若鮎祭
に関われたことを幸せに思います。
副委員長  日吉　勇人
皆さん若鮎祭お疲れ様です。30周年という節目の
年に副委員長として若鮎祭の運営に携わることには
正直不安もあり、僕自身どれ
ほどの貢献ができたか
はわかりませんが、
若鮎祭を成功させ
ることが出来たの
は、協力して下さ
った皆様のお蔭であ
り感謝の気持ちと満足
感で一杯です。一大イベント
である若鮎祭を限られた人数で運営し、苦労も多々
ありましたが、得るものも大きかったはずです。こ
の経験をこれからの学生生活や将来の仕事に生かせ
るよう努力していきたいと思います。
キャンパス ライフキャンパス ライフ
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毎年恒例
「KEITA
」のスペシ
ャルライブ
今年も爆発
！！
I
副委員長  木川　崇
私が実行委員をやって感じたことは、なにか企画
をやろうとしたときに、考えてることと実際にでき
ることには大きなギャップがあるということです。
そして実際にできることも沢山の下準備と雑務をこ
なしてこそ実現します。私は準備にはそれほど関わ
りませんでしたが、準備や雑務と必死に闘う実行委
員のみんなを隣で見ていました。みんなお疲れ様。
内務局長  山原　康佑
みなさんお疲れ様でした。この仲間達と学園祭に
携われたのは誇りです。もしもこれから学園祭に携
わる人がいるのなら、大変ですが、ぜひ実行委員を
してください。たくさん得るものがあります。最後
になりましたが、内務のみんな、ありがとう！
内務副局長  鈴木　美希
とてもいい経験になりました！ほんとにみなさん
お疲れさまでした。
外務 1局長  牧野　綾
たくさんの方々によ
るご協力のおかげで無
事成功を収めることが
できました。ありがと
うございました。
　外務 1副局長  
小幡　由貴子
とても楽しい学祭でした。実行委員のひとりとし
て、若鮎祭に参加できたこと、嬉しく思います。
ありがとうございました。そして、お疲れさまでし
た。
外務 2局長  吉永　則良
イベントをやるのは大変だというのがわかりまし
た。いろいろな人に感謝したいです。
外務 2副局長  浅山　真悠子
外務 2 局員の皆さん、仕事ができずたくさん振り
回してごめんなさい。ついてきてくれてありがと
う。
外務 3局長  二之湯　弦
何かを創り、人を感動させるにはとてつもないエ
ネルギーがいる。ひとりじゃ無理。みんなお疲れ様
です。成功してよかった。
外務 3副局長　岡部　友香
クラブの試合とかぶってしまい色々と迷惑をかけ
ましたが楽しかったです☆(o^-’)b☆ありがとうご
ざいました♪〃(o>з<)oお疲れさまで～す☆
雑務局長  水野　隆芳
とてつもなく濃
くて短い 2 ヵ月で
した。学祭に携わ
るみんなに力をも
らって、最後まで
頑張ることができ
ました。みんなあ
りがとう！
広報局長  下村　昭彦
広報は仕事が多くて大変でしたが、後に残せるも
のが創れたので楽しかったです。もっと、企画を早
め早めに決めていくことができれば、よりよい学祭
にしていけると思います。
広報副局長  高橋　温子
『大変なこともあったけど、楽しく、大成功な学
祭になってよかったです☆』
会計局長　上川　恵美
みなさんの協力もあって無事に学祭を終えること
ができました。楽しかったです。いろいろとありが
とうございました。
会計副局長　楠　圭子
いい経験になりました。ありがとうございまし
た。
人事局長  藤城　直宣
体育会のクラブおよびオーケストラ部のみなさん、
企画の準備や片付けを手伝っていただきどうもありが
とうございました。
人事副局長  奥村　優子
人事の副局長をさせていただきました。学園祭
を行うのは大変だけ
れど、とてもやりがい
があり、知り合いも学
年を問わずたくさんで
き、やってよかったと
思いました。中途半端
にやるとめんどくさい
だけなので、おもいっ
きり学園祭に浸かって
楽しんでください。
渉外局長  藤原　郁子
他大学や他業種のたくさんの人と知り合えるのが
魅力です。まだ新しい局なのでやりがいがあって楽
しかったです。
渉外副局長　大橋　ひとみ
お疲れ様です(^O^)ほんとに楽しい学祭になって
よかったです。☆★
渉外副局長  井上　桜
短い期間でしたが、実行委員、その他のみなさん
には色々お世話になりました。ありがとうございま
した！
生協担当  佐藤　紀子
物品購入の担当でした。生協と学生課を行ったり来
たり。セイキョウワカア
ユサイ＋も成功して良
かったです。
ＨＰ担当  藤川　正人
第30回若鮎祭が大成
功に終って本当によかっ
たです｡
フィナーレ前の音楽ライブで恒例の
大盛り上がりを演じてくれる「ＫＥＩＴＡ」
が今年もやってくれました。
オリジナルの「愛のかけら」はもち
ろん、スタンダードナンバーのヒット
曲の連発。
そして昨年この若鮎祭で火がついた
「ＯＨ！ギャル」で場内騒然、最高潮と
なりました。
キャンパス ライフキャンパス ライフ
（「ＫＥＩＴＡ」の写真、記事の掲載については承認済）
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●受 賞 者●
医学科６年
二宮　麻衣子
●推薦理由●
平成14年度夏期海外自主
研修生として(小島助教授
の当時の留学先の)ベイラ
ー医科大学にて研究に参加
し、その成果がアメリカ科
学アカデミー紀要の2004
年2月号に掲載された。　
研究を進める上で基礎的で
重要な部分を担当し、大き
く貢献した。
●推 薦 者●
指導教員 放射線基礎医学講座
小島　助教授
●受 賞 者●
合 気 道 部
医学科5年
別所　美沙子
医学科3年
増 田　俊 樹
●推薦理由●
第56回西日本医科学生総
合体育大会 個人の部　
最優秀演武賞
●推 薦 者●
顧問教員
生化学第二講座
大久保　教授
●受 賞 者●
女子バドミントン部
●推薦理由●
第56回西日本医科学生総
合体育大会
団体戦　優勝
●推 薦 者●
顧問教員
予防医学講座
垰田　助教授
●受 賞 者●
空手道部
看護学科3年
西 村 悠 里
●推薦理由●
第7回西日本コメディカル
学生空手道大会
形　個人戦　優勝
●推 薦 者●
顧問教員
医療文化学講座
森田　助教授
●受 賞 者●
医学科６年 松井　善典
医学科６年 三澤　美和
医学科 5年 藤野　 晋
●推薦理由●
家庭医療に興味を持つ学生
への情報発信、勉強会の開
催を目的としたFPIG(Family 
Practice Interest Group)滋賀
を立ち上げ、学内の学生に幅
広く情報を提供した。その経
験を生かし、FPIG関西の立ち
上げにも中心メンバーとして
貢献し、活動を継続している。
●推 薦 者●
指導教員 総合診療部
三ッ浪　教授
●受 賞 者●
陸上競技部
医学科3年
佐 野 善 智
●推薦理由●
第56回西日本医科学生総
合体育大会
男子　円盤投げ　優勝
●推 薦 者●
顧問教員
法医学講座
西　教授
●受 賞 者●
陸上競技部
医学科5年
濱 中 紀 成
●推薦理由●
第63回全日本医薬獣医
大学対抗陸上競技会
男子　やり投げ　準優勝
●推 薦 者●
顧問教員
法医学講座
西　教授
●受 賞 者●
端 艇 部
●推薦理由●
第56回西日本医科学生総
合体育大会
総合優勝
●推 薦 者●
顧問教員
麻酔学講座
野坂　教授
去る10月23日(土）第30回若鮎祭開会式に引き続き学生表彰式が行われました。
今回、表彰を受けるのは、平成15年10月から平成16年9月までの間に優れた実績、評価を得た8つの個人及び団体です。
表彰式には、永田学生生活支援室長、齋藤教務部長、堀若鮎祭実行委員長、西尾第29回若鮎祭実行委員長が参列
し、吉川学長から表彰状と副賞が手渡されました。途中、空手道部西村さんによる板割り、陸上部濱中くんによる筋肉
美披露(?!)等もあり、和やかな雰囲気の中、盛大に行われました。
学 生 表 彰
（平成15年10月～平成16年 9月）
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開学30周年記念祝典のアトラクションに、
混声合唱団・アカペラサークルが参加
本学の開学30周年記念祝典が去る10月２日(土)に
大津プリンスホテルにて行われ、そのアトラクションに混声合唱団、
アカペラサークルが合同で参加し歌唱披露を行いました。
曲目は各招聘大学の国を代表するものを招聘大学の
方々と共に合唱し、最後に日本の曲として｢ふるさと｣を
披露し、和やかな雰囲気の中で行われました。
このたび、私たちアカペラサークル及び混声
合唱団一同は、開学30周年の記念祝典に参加
させていただきました。このような本学の一大
イベントで歌う機会を与えていただき、ありが
とうございました。
ふだんは学内外のステージやライブハウス、
ストリートなどで活動している私たちにとっ
て、国内外の大勢のお客さんがひしめく大きな
ホテルのホールの真ん中のステージは、今まで
にない規模の舞台でした。試験のため練習時間
に余裕がなく、カナダ・中国・フランス・イタ
リアの各国を代表する歌を、すべて母国語で歌
うということができなかったことが唯一の心残
りですが、歌い手として非常に良い経験をする
ことができました。
また、本学の一学生としては、｢滋賀県」の
大学で、これほどまでに国際交流が盛んだとは
思ってもいなかったので驚きましたが、またと
ない機会だと思い、各国の大学から来られた先
生方とお話しすることができたことも良い経験
となりました。
これからも、グローバルな視点を持った医学
生となるべく勉学に励み、また、歌い手として
音楽の素晴らしさを多くの人々に伝えていける
ような活動を続けていきたいと思います。
開学30周年記念祝典に参加して
アカペラサークル部長 医学科第２学年　川 口 剛 史
キャンパス ライフ
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生活について
ISHは便利な場所にあり、朝晩のご飯がつい
ていました。部屋は二人部屋です。ルームメイ
トは、1 ヶ月の間に 4 人も代わりました。パレ
スチナ人から始まり、アメリカ、デンマーク、
台湾と代わっていきました。ここは、本当にい
ろんな国から学生や旅行者、会社へインターン
に行く人などが来ていました。
最後に
やはり、違うルールで生活しているところに
行くと、自分の世界が広がります。とくにアメ
リカは、いろんな人が混ざり合っているという
ことをあらためて感じました。そして、ただ旅
行に行くだけではなく、研修をすることで、日
本人が海外で研究をすることはどういうものか
が少しは分かったような気がします。受け入れ
先の先生が日本人の方だったので、海外で生活
する日本人がどういう状態かという話を聞かせ
ていただくことができました。また、研修の最
初に、アルツハイマー学会に参加させてもらい
ました。世界中の研究者が切磋琢磨している様
子が印象的でした。
Georgetown大学の松岡先生には本当にお世話
になりました。また、研究メンバーのAmanda、
Audreyにも親切にしてもらいました。そして、
今回の研修の橋渡しと日本での練習で遠山先生
と分子神経科学研究センターのみなさんにお世
話になりました。本当にありがとうございまし
た。何よりも松岡先生、遠山先生というすばらし
い先生方に出会えたことが私の最高の財産にな
りました。自分は、この経験を生かして、さらに
努力していきたいと思います。
行ってきたのは、ワシントンD.C.にあるGeorgetown
大学です。そこで、アルツハイマー病に関する
研修をしてきました。具体的には、アルツハイ
マー病のリスクファクターとして考えられてい
るホモシステインの影響について研修しました｡
ホモシステインは、細胞の死にやすさを高く
する物質と考えられています。研修では、普通
のマウス(遺伝子操作されていない)を使って二
組のグループに分け、片方には普通の食事、も
う片方にはホモシステインを含んだ食事を与え
続け、両方を比較し、ホモシステインを含んだ
食事を与え続けたマウスの脳では、どれだけ神
経細胞が減るのかを調べました。
この研修をするにあたり、必要な操作が 3 つ
あります(マウスの脳はすでに取り出していて
くれました)。クライオ、染色、カウンティン
グです。クライオとは、マウスの脳を顕微鏡で
観察できるように薄い切片に切ることです。染
色は、Nissle染色で、神経細胞を染めます。そ
して、スライドグラスを作ります。カウンティ
ングとはその名のとおり、神経細胞を数えるこ
とです。全部数えるのは無理なので一部を数え
てコンピューターで計算しました。
私の研修は、6 週間でした。
大まかな流れとして、準
備、練習に 2 週間。
クライオに1週間｡
染色に1 週間。
カウンティングに
2 週間でした。クラ
イオと染色は、滋賀
医大で練習していきま
したが、カウンティング
は慣れたころに終わってしまっ
た感じでした。
準備について
私が海外自主研修の準備を始めたのは、４年
生の春からです。アメリカは9.11のテロ事件以
降、入国が厳しくビザをとるのにかなりの時間
がかかりました。住む場所は、大学の寮には入
れなかったので、アパートを探していました。
しかし、短期のアパートはなかなか見つかりま
せんでした。International Student House(以
下ISH)という下宿みたいなところを見つけら
れたのは、運がよかったと思
います。
 
海外自主研修に参加して
医学科第4学年　加 藤 文 崇
ホワイトハウス
キャンパス ライフ
研究室のメンバーと記念写真
（左からAmanda、松岡先生、Audrey、筆者）
Georgetown大学の校舎
キャンパス ライフ
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去る８月６日(金)に、滋賀医科大学しゃくな
げ会会員有志の方々と本学学生有志の協力を得
て、比叡山横川にある滋賀医科大学霊安墓地の
清掃を行いました。
参加者は会員の方々19名の他、今回はじめて
本学学生の参加を募集したところ、看護学科２
年生の井口瑶子さんと柴橋友子さんが参加され
ました。
当日、下界は酷暑ともいえる暑さでしたが、山
の上はにわか雨もあり比較的涼しく、快適に墓地
周辺の清掃や除草を行いました。
参加した井口さんや柴崎さんは、会員の方々
に献体についての考えや人生観等を伺ったりし
て交流を深めていました。
滋賀医科大学霊安墓地の清掃を実施
今回はじめて、比叡山にある、しゃくな
げ会の墓地の清掃に参加させていただきま
した。
しゃくなげ会、学生課の職員の方、そし
て私を含めた学生二人はバスで（最後はこ
んな道を通れるのかという道を）行き、墓
地に到着しました。天気は曇（のち雨が少
し降りましたが…）で、それほど暑くもな
く、意外と(?）快適に草むしりをすること
ができました。また、納骨堂の中も拝見さ
せていただきました。
そんな中で、会員の
何人かの方々にいろい
ろとお話を聞かせてい
ただきましたが一番印
象に残っている言葉
は、
｢妻が滋賀医大(附属
病院)で大変お世話
になったから、感謝している｡」
(ご自分が学生の授業のため献体されるの
はいやではないですかとお聞きすれば）
「死んでからも自分の体が学生さんの勉
強に役に立つと思うと非常にうれしい｡」
｢これ(墓地清掃)は、先に自分の入る墓を
きれいにしているようなものだ｡」
これらの言葉に、とても胸が打たれま
した。私たち学生は、もっと勉強し、こ
のしゃくなげ会の方々
の思いを無駄にしない
ようにしなければなら
ない、と今まで以上に
強く考えさせられまし
た。
ほかにもいろいろと
参考になるお話を聞か
せていただいて、とても勉強になりまし
た。そして、とても楽しい時間をすごせま
した。
看護学科２年　井口　瑶子
キャンパス ライフ
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墓 地 清 掃 雑 感
滋賀医科大学 しゃくなげ会会員　世 一 茂 子
慰霊塔の清掃奉仕に参加して20年が過ぎ、その間の様々な事を思い出しております。山の澄んだ空
気の中で汗を流し、大原先生、鈴木様がお世話下さった敷物、弁当で車座になっての楽しい食事、話
題も皆それぞれご苦労もあったでしょうが穏やかな笑顔で和気藹々、優しいお人柄の方々、前向きに
生きておられるお姿に励まされ毎回有意義な一日を過ごさせていただきました。
此れも今はもうお目にかかることが出来ませんが、しゃくなげ会設立に御尽力下さった本原先
生、大原先生、葉上様方のお陰です。日頃、言い伝えや諺、年齢に関係なく何気ない会話の中で耳
にした胸に響く言葉を書き留め人生の教訓として来ましたが、自分には想像出来ない道程を経て来
られた方の言葉の重み、他分野に亘り教えられる事が随分あり、人生経験豊富な皆様と出会えたの
を有難く思っております。
新しい方との出会いもあり、また御一緒出来るのを楽しみに「お元気でね」とお約束した方が病床
に着かれたり、永遠の別れになったり、世の無常、一期一会をしみじみ感じます。
大学関係の皆様にも大変お世話になり感謝しておりますが、今夏は看護学科のお嬢さんが参加く
ださりうれしく思っております。勉強も大事ですが、やはり医療に携われる方は視野を広め社会の常
識をしっかり身に付けるのも必要で、その第一歩を踏み出されましたね。
医学の道を選ばれた方は純粋な志を持っておられると信じ期待しております。不安を抱え沈んでい
る患者に心を傷つける言動の医師を見聞きしたこともあり、一部とはいえ傲慢な方、不勉強な方もお
られるでしょう。頭脳では大差ないですが、生き方考え方で差が出ます。苦しみを救うべき修業を積
んだ人でも傲慢な態度で周りを嘆かせている例もあり、地位・名誉に関係なく要は人間性です。
人間、欲を言えば切りが無く質素な生活でもお金で買えない人間関係が一生の財産で、平凡な今を
喜び穏やかな日常が何より幸せです。その心のゆとりが周囲に目を向けられるのです。ボランティア
で悩み相談、障害のある方の手助け等真剣に向き合って来ましたが、今振り返れば実際その立場に
ならなければ本当の痛み悲しみは分からないとの思いもあります。少しでも相手の気持ちに近づく努
力、言葉一つにも心配りし真心で接して下さい。技術も然ることながら思いやりのある一言、態度が
どれ程癒され回復の一助になるかを心して、やさしいお医者様・看護師さんに育ってくださるのを願
っております。
最後に会員の皆様、お役目を果たせるまでお達者で、お世話くださっている大学関係の皆様もお元
気で、次回もお会いできるのを祈っております。
世一 茂子氏：滋賀医科大学しゃくなげ会には昭和52年からの会員で、当会のボランティア会員として登録されている。     
　　　　　　　 また、その他のボランティア活動等にもご尽力されているほか各種の講演会、研修会等にも積極的に
　　　　　　 参加されており、毎年本学が開催する公開講座等にもご出席いただいている。
特 別 寄 稿
キャンパス ライフ
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本学体育系クラブを中心とした総勢70人の学
生と学生課、入試課職員の協力を得て、学内清
掃を実施しました。
去る６月30日(水)には体育館、武道場、西門
駐車場周辺を、また、７月５日(月)、６日(火)はグ
ラウンド、体育器具庫、プール周辺等自らの活
動エリアのみならず、広範囲にわたって草刈､
溝掃除やゴミ拾い等を行い、夏休みのクラブ活
動や８月のオープンキャンパスに向けて構内の
美化に努めました。
学生ボランティアによる構内清掃の実施
びわ湖放送のテレビ番組「びびっとびわこ｣
で県内大学の元気なクラブ活動を取材するコー
ナーがあり、６月22日(火)に本学バレーボー
ル部と空手道部が生出演しました。
当日は、滋賀県出身の若手漫才師「ラインバ
ック」による大久保医学科長へのインタビュー
に始まり、体育館前で女子バレーボール部の
インタビュー、メインに空手道部の練習風景取
材、医学科４年生の越智君による瓦割りの披露
と続き、最後には合気道部も加わり全員出演で
フィナーレとなりました。
びわ湖放送 ｢びびっとびわこ｣に
本学バレーボール部と空手道部が生出演
キャンパス ライフ
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平成12年度に始められた滋賀医科大学の 2
年次後期学士編入学制度は順調に推移し、本
年新たに 5 名の優秀な学生を迎え、第 5 回目
の入学式を挙行できますことは喜ばしい限り
であります。学生諸君、ご入学おめでとうご
ざいます。
ご承知の如く、滋賀医科大学は、他の国立
大学と同様、本年 4 月 1 日をもって法人化さ
れました。国の行政組織から離れたので、自
主的、自立的な大学運営が可能となり各大学
が独自性を発揮できるとの期待と、国の保護
が弱まることへの不安とが入り混じった形で
の出発でありますが、本学におきましては､
これまでと同様、｢地域に支えられ、世界に
挑戦する大学」を目指し、教職員一同最大限
の努力を果たしていく所存であります。
さて近年、医療に対する国民の不満が高ま
りつつあります。特に、医師養成プロセス
に対する不信感は根強いものがあります。医
学教育界が進めている医学生への臨床実習前
試験の導入や卒業後の臨床研修義務化は、こ
うした国民の不満、不信感を解消するための
対応策でもあります。本学が学士編入学制度
を導入し、かつ今後拡充しようとしている主
な理由はこうした国民の要望に応える医師養
成制度への改革を目指しているからでありま
す。既に他領域で学士の資格を得られ、また
人間的にもより成長された諸君、特に医師へ
の道を自ら決意された諸君が、真に国民が期
待する「良医」へと育って頂くことが本学の
願いであります。また、本学がより多様な集
団、多彩な能力の集まりとなり、互いに刺激
しあって「名医」が羽ばたく環境へと進化で
きることを願っております。
滋賀医科大学は30年前の本日、即ち1974
年10月 1 日に開学致しました。地域の方々
の篤い期待と熱意に支えられて開学した本学
は先輩諸氏の努力により30年の歴史を蓄積
してまいりました。この記念すべき30年目
の日に入学された諸君には特別の思いを抱い
ております。諸君が医学の知識を学び、技能
を身につけ、心を磨き、本学の未来を担う医
師、研究者に育って行かれんことを切に希望
し、学長告辞と致します。
去る10月1日(金）午前9時30分から、本学管理棟大会議室において
挙行され、学長から次のとおり告辞がありました。
告　辞　 　　学 長　吉 川  隆 一
インフォメーション
平成16年度　医学科第2年次後期
学士編入学入学宣誓式を挙行
－23 －
SETA  DAYORI  No.66
去る７月30日(金)に医学科オープンキャンパ
ス、８月23日(月)に看護学科オープンキャン
パスを、それぞれ本学教員及び多くの在学生の
協力を得て、本学臨床講義棟並びに看護学科棟
で開催しました。
今年度は、滋賀県内外の高校生を中心に医学
科志望者178名、看護学科志望者92名、保護者
等68名が参加しました。
スライド等を使用した医学科の模擬講義や、
ダミーを用いた採血、実際に車いすを試乗する
等の看護見学実習は好評を得、参加者の本学へ
の関心は高められたようです。
動物実験資格認定試験を実施
本学では、今年度より、新たに動物実験に携
わる教員・大学院生等を対象に、従来の講習に
加えて資格認定試験を実施することにしまし
た。
これは、近年の動物愛護の意識の高まりを受
け、動物の取扱の厳格化、適正な実験の実施を
目的に、去る6月28日・6月30日・7月2日の3
回にわけて、動物生命科学研究センターにおい
て実施されました。
資格認定試験は、実験動物に関する概論・動
物生命科学研究センターの利用法・動物の生命
倫理等に関する講義の後、筆記試験を行い、
50問中35問以上の正解者に動物実験の資格が
与えられることになっており、滋賀医科大学動
物実験委員会委員長の馬場副学長は、動物実験
を行う研究者等の倫理観の育成や技術の向上に
役立てたいと述べられた。
平成16年度オープンキャンパスを開催
インフォメーション
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一般市民の方を対象とした公開講座（第18回)
を、去る10月14日(木)・21日(木)・28日(木)の
それぞれ午後６時から､ＪＲ南草津駅に隣接し
た草津市立市民交流プラザ(フェリエ南草津５
階)にて開催しました。
今回の公開講座は、『最先端医療の紹介』を
メインテーマに、内科学講座の藤山主任教授を
コーディネータとして､「がんに挑む」｢再生
医療に挑む」｢生活習慣病に挑む」と題して、
次の６人の講師により講義が行われました。
①「がんに挑む」
　がんをはぎ取る内視鏡治療　
　　　光学医療診療部　斎藤　康晴　助教授
　がんを知る　　　　　　　　
　　　病理学第一講座　杉原　洋行　助教授
②「再生医療に挑む」
　見えてきた骨髄移植の新たな道標
　　　輸血部　程原　佳子　講師
　再生医療を担う新技術：分子トラッキング
　　　 ＭＲ医学総合研究センター　犬伏　俊郎　教授
③「生活習慣病に挑む」
　骨髄粗鬆症に立ち向かう　　
　　　リハビリテーション部　今井　晋二　助手
　糖尿病と動脈硬化を探る
　　　内分泌代謝内科　西尾　善彦　学内講師
講義には、パソコンを利用して動画による解
説が組み込まれたものもあり、迫力のある映像
に、受講者のアンケート結果からも、満足のい
く内容であったとの評価をいただきました。
受講者は県外者を含めて51名(男性29名・女
性22名)で、年齢も40代から80代と幅広く、健
康管理や治療における関心の高さがうかがわれ
ました。
また、最終日の講義終了後には、全講義の
3 分の 2 以上の出席者44名に「修了証書」が授
与されました。
第18回滋賀医科大学公開講座を開催
インフォメーション
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去る10月20日(水)午前10時から本学体育館に
おいて、ご遺族、ご来賓、しゃくなげ会会員及
び教職員・学生600余名の参列の下に、第30回
滋賀医科大学解剖体慰霊式を執り行い、系統解
剖40霊、病理解剖65霊、法医解剖72霊、計177
霊の御霊のご冥福をお祈りしました。
慰霊式は、まず出席者全員で御霊に黙祷を捧
げ、諸霊法名拝誦、吉川学長及び学生代表によ
る慰霊の辞、脇坂しゃくなげ会理事長の献辞､
出席者全員による献花が行われました。
最後に、ご遺族代表の高橋正行氏と本学教授
代表の解剖学第二講座　工藤教授からご挨拶が
ありました。
第30回滋賀医科大学解剖体慰霊式を挙行
去る11月 9 日(火)に、本学研究動物慰霊碑前
において平成16年度研究動物慰霊式が、執り
行われました。
慰霊式には、学長、副学長をはじめ129名が
出席し、全員による黙祷の後、動物生命科学研
究センター長小笠原教授、動物生命科学研究セ
ンター利用者会議議長山本学内講師から慰霊の
辞が述べられました。
その後出席者全員による献花が行われ、過
去一年間(平成15年10月～平成16年 9月)実験に
供された動物の御霊を慰霊碑に納め、冥福を
祈りました。
平成16年度研究動物慰霊式を挙行
インフォメーション
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学生全員を対象に実施しました、前号の「勢多だより」に関するアンケート調査について、その結果をお知らせします。
掲載内容について約半数の方から、新入生の顔写真や自己紹介の記事を掲載してほしいとのご意見をいただきました。ま
た、以前のアンケート調査でも「学生にとっては、学生同士のコミュニケーションが図られることから評価が高い｡」との意
見もいただいておりました。
広報委員会としても前号の編集に際し、このことについては充分に検討を行いましたが、｢コミュニケ－ションが図れるから
便利ということだが、大学の広報誌にそれを求めるべきではない｡」、｢近年個人のプライバシーや肖像権に関することが大き
な問題となっている｡｣、｢掲載してほしくない。という意見も実際にある｡」等の意見を総合的に判断し、学生全員の顔写真を
掲載するのは大学の広報誌として相応しくないとの結論に達しました。
今後、今回のアンケート結果を踏まえ、広報委員会としてもできるだけ要望に応えられるよう編集に工夫を凝らし、親
しみやすい「勢多だより」にしていきたいと考えておりますので、引き続きご意見等いただきますようよろしくお願いいた
します。
①「勢多だより」65号を読まれましたか？
□ 全て読んだ。　　　　　　　5
□ 部分的に読んだ。　　　　25
□ あまり読んでいない。　　　4
②掲載記事で､面白かった記事がありましたら教えて下さい。
作法研の紹介　　　　　　　　　　　　　　 　 　（医２女)
MR,火火　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 （医３男）
トピックス「臨床技能訓練室を開設」
キャンパスライフのサークル紹介や海外遠征体験記
（医６女)､(看１女)
浜医戦の結果や写真　 　　　 （看１女)､(看２女)､(看２女)
医師国家試験､看護師等の国家試験の結果卒業生について　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　（看２女)
新任教員紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　 (看２女)
新入生研修に参加して　　　　　　　　　　 　 　 （看２女)
③掲載記事で､あまり面白くなかった(不要と思われる)記事があ
りましたら教えて下さい。
新入生の名前の一覧(顔写真なら面白いけど｡）　 　 (医１女)
新入生紹介で､名前だけ羅列されてもいかがなものか。 （医３男)
卒業生の名前
④構成や掲載内容についてどう思われますか。
□ このままで良い。　　　　16
□ 物足りない。　　　　　　18
・掲載してほしい記事やテーマはどのようなものがあります
か。
写真のない新入生紹介は意味がない。　 　　　 （医１男)
新入生の写真入自己紹介
　(医１男)､(医３男)､(医３男)､(医３女)､(医３女)､(看２女)
新入生紹介　　　　　　　　　　　　 （医１男)､(医３男)
新入生の意気込みなど　　　　　　　　 　　　 （医１女)
新入生紹介
特に看護学科の人たちの顔などがわかると思って楽しみに
していたのに、せっかく自己紹介の文も書いたのに、あれ
は何だったの？ていう感じです。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 (医１女)
新入生一人一人の顔写真が見たい。　　　 　　　　 （医２男)
新入生の写真　名前だけでわかるわけないっしょ。
新入生の写真とコメントを復活させてほしい。あれが楽しみだ
ったのにかなり残念。ショックだった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 （医２女)
生協職員の自己紹介
もっと学生の記事を増やしてほしい。　 　　　　　（看２女)
⑤デザインやレイアウトをリニューアルしましたが、印象はいか
がですか。
□ 良い。　　　　　28
□ 悪い。　　　　　 1
⑥その他ご要望をお聞かせ下さい。
もっと写真を入れてほしい　　　　　　　 　　　　（医１男)
一人一人の顔写真があるほうが良かった。　　　　 （医１女)
新入生の欄、ただ名前を並べてみた感じで目的がわからない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （医１女)
もっと詳しい新入生紹介をしてほしい。　　　　　 （医１女)
新入生の写真　求む　私は今でもひっぱりだして親に説明する
ときとかに使っています。　　　　　　　　　　　 （医２女)
新入生写真なかったらつまらない。　　　　　　　 （医３男)
新入生紹介がないのがさびしい。去年までの勢多だよりの方が良
かった。同じクラブの学生以外は、どんな新入生がいるのかわか
らないのがさびしい。　　　　　　　　　　　　　　（医３男)
新入生の写真　　　　　　　　　　　　　　　　　 （医３男)
「勢多だより」第65号アンケ トー結果
医学科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合　　計
男 3 2 5 0 1 0 11
女 4 1 5 0 0 1 11
小　　計 7 3 10 0 1 1 22
看護学科 １年 ２年 ３年 ４年 合　　計
男 0 0 0 0 0
女 4 9 0 0 13
小　　計 4 9 0 0 13
大学院 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 合　　計
男 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0
小　　計 0 0 0 0 0 0
合　　計 11 12 10 0 1 1 35
回収　35名
インフォメーション
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編集後記
●勢多だよりの由来●
勢多は勢田、世多、瀬田とも書かれるが、古代、中世の文献では、
勢多が多用されている。それに勢多は「勢（いきおい）が多い」とい
う佳字名称である。従って、いきおいが多かれと願う本学関係者の想
いにぴったりということで、瀬田とせずに、あえて勢多とした。
（題字は脇坂行一初代学長による）
｢勢多だより」No.66の発行は、予定
より遅れましたが、この秋の開学30周
年記念の関連記事や若鮎祭の楽しい写真
を満載してお届けできるようになりまし
た。ご多忙の中、本誌への原稿執筆を快
くお引き受け下さいました皆様方のご協
力のお陰と編集委員一同心から感謝いた
します。
｢勢多だより」No.65に対するアンケ
ート調査の結果は、巻末でご報告の通り
です。学内の大多数の皆様に親しまれる
広報誌であることを目標に、お寄せいた
だいたご意見を編集に反映させたいと思
っています。今後とも忌憚のないご意見
をお願いいたします。
編集長　今本喜久子
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